
 
 

組合基本方針  ◎組合の団結と調和 

磐田さぎさか工業団地協同組合・流山工業団地協同組合 

 

 

平成２４年９月２４日 磐田さぎさか工業団地協同

組合より青年部 松下部長他９名の方にＢＣＰ

（Business Continue Plan）の勉強と当組合青年部と

の意見情報交換を行なうために、当流山工業団地を訪

問していただきました。  

当組合が返済完了後の組合運営について先進団地ヒ

ヤリング調査のため平成２１年２月に磐田さぎさか工

業団地協同組合を訪問させていただきました。  

先ず、１部として平成２３年３月１１日に発生した

東日本大震災においてＢＣＰの効果についてヒヤリン

グが行なわれ、当組合組合員である株式会社ユーワ   

伊東社長、株式会社マルタカ 遠藤副社長より、それぞれ当時の状況、企業としての対応、地震発生後に起き

た問題、ＢＣＰに関する説明と、工場見学が行なわれた。  

 ２部として中小企業診断士 安藤先生に座長をお願いし、磐田さぎさか工業団地青年部の方々と当組合青年

部４名で意見交換が行なわれました。  

出席者全員から、自己紹介とＢＣＰに関する意見、状況を交えて行なわれ、 

 ・精密機器の設置が地震で動いた場合、心配である 

 ・工場にいる社員と出かけている社員がいるので、社員との連絡方法が心配である 

 ・ＮＴＴ災害ダイヤルを毎月試せる期間があり、社長がメッセージを残し、社員にどんなメッセージがあっ

たかを聞くことにより練習をしている 

 ・計画停電は、事業に多大な影響を与えるので対応

策を考える必要がある 

 ・被害想定を考えるのが難しい 

 ・地震以外にも、事業の障害になることが発生した

場合の対応に苦慮している 

 ・従業員の避難をどうするか問題である 

 また、安藤先生よりＢＣＰに関連して、現在南海ト

ラフ地震の想定がでているので参考にすることや、Ｎ

ＨＫスペシャルで放送された 「釜石の奇跡」 は津波

の対策として参考になるとの事例が説明された。  
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去る７月２３日、流山市平和台の光

寿司にて全体会を行い、その後青年部

合同で毎年恒例の暑気払いを行いま

した。 日中は蒸し暑く、不快指数の

高い１日でしたが、その分お酒もすす

み、まさに暑気払い[＝暑さを取り払

いのける為に、何らかの方法を講ずる

こと。 BY 広辞苑]でした。 会社のこ

と・・今夏の電力のこと・・など、 
 

色々な話しがありましたが何といっても長橋局長のアツアツ新婚生活の事情聴取が一番盛り上がりまし

た。 百戦錬磨の社長方も長橋夫妻の[暑気]は払えなかったようです。  

   (株)初石鈑金 熊本 匡史 

 

 

 

 

 ９月２１日に静岡県の磐田さぎさか工業団地青年部のみなさんが、当団地を訪問されました。  

 当日は、まずＢＣＰの勉強のため㈱ユーワと㈱マルタカの２社を見学し、その後組合会館で我々青年部を交

えての勉強会をしました。 お互いの自己紹介をしながら、いつもお世話になっている安藤先生をコーディネー

ターに活発な意見交換を行いました。  

 第２部の懇親会は、さぎさか青年部のたっての希望で、屋形船での懇親会となりました。  

 

越中島から乗船し、隅田川を上り、スカイ

ツリーの横で停船。 素晴らしくライトアッ

プされたスカイツリーを見ながら、和気あ

いあいと懇親を深めました。  

 同世代の青年部同士、いろいろなことを

語り合い、あっという間に時間が過ぎて、

充実した交流会ができたと思います。  

    

栄光産業(株) 岩佐 大介 

組 合 暑 気 払 い 

磐田さぎさか工業団地青年部との交流会 



 

 

 

 

東大阪市にありますホリアキ株式会社が製造販売しているインスタントイレを当組合が販売させていただくこ

とになりました。  

 インスタントイレは、インスタントイレ本体、処理セット、快速快適テントの３つに分かれています。  

インスタントイレは、 

 キャンプ、釣りなどのアウトドアレジャー 

 災害時の上下水道の影響に備え 

 停電・断水でトイレが使用できない時の備え 

 道路渋滞時の備え 

等の備蓄としてご利用いただけます。  

ご使用方法は、 

 ①インスタントイレ本体又は、洋式トイレに処理袋（Ａ

袋）をセットする 

 ②処理袋（Ａ袋）に両面吸収シートをセットする 

 ③使用後、処理袋（Ａ袋）をトイレから外し、袋をと

じる 

 ④Ｂ袋に処理袋（Ａ袋）をいれ、口を折りストッパー

バンドで止める 

 ⑤燃えるごみとして処分するになります。   

インスタントイレの特徴は、 

○一人一回なので後の人を気にすることなく、一回毎に処理袋を取り替えるので清潔です 

○Ｂ袋は、ポリブチレンテレフタレート断臭袋なので、いやな臭いを出しません（２週間）  

○インスタントイレ本体の組立は簡単で、平均１分３０秒／初回です 

○インスタントレイ本体は、垂直荷重２５０㎏、連続使用４００回以上使用可能です 

○インスタントイレ本体は、軽量コンパクト７５０ｇです  

 （格納時は、厚さ５㎝ 幅３２㎝ 奥行き３６㎝） です 

小売希望価格は、 

インスタントイレ  

 本体 ５，１４５円 （消費税込み）  

 処理セット （Ａ袋 Ｂ袋 両面吸収シート ストッパーバンド） 

  ２セット入り１パック ３３６円 （消費税込み）  

  ４セット入り１パック ６３０円 （消費税込み）  

 快速快適テント ５，１４５円 （消費税込み）  

となります。 災害時の組合の備蓄として、組合員企業の備蓄として、

従業員の方々のご自宅の備蓄として、是非お買い求め下さい。 

 

 

イ ン ス タ ン ト イ レ の 販 売ト



献献献 血血血 ののの 協協協 力力力   
 ９月２７日組合会館におきまして、献血の協力を行い１３社７１名の方にご協力いただき、 

  ２００ｍ? １４名 ４００ｍ? ３６名 計５０名の献血協力をしました。  

 ご協力をいただき、誠にありがとうございました。  

 また、今回は、前年９月より１日早く実施したために、女性は年間採血８００ｍ?以内と定められているため

に、折角献血に来ていただいた女性にご協力いただけませんでした。  

 誠に申し訳ございませんでした。  

 今後このようなことがないように、実施日を設定させていただきますのでよろしくお願い申しあげます。 

   

流流流 山山山 産産産 業業業 博博博 ののの 出出出 展展展   
 第１０回になる流山産業博が９月３０日（日）流山生涯学習
センターで開催されました。 当組合では、企業のパネル展示、
スーパーボールによる募金のお願い、インスタントイレの販売
を行いました。  
 スーパーボールを配布し、代わりに募金をいただきました。 
いただいた募金は、あしなが育英会で、東日本大地震・津波で
親を失った子供たちのケアを本格的に取り組むため、“心を癒
す家”「東北レインボーハウス」 （仮称）を建設するための
建設費へ寄付させていただきました。  
寄付金額 １，２９６円  ご協力ありがとうございました。   

 

外外外 国国国 人人人 実実実 習習習 生生生 来来来 日日日   

 中国山東省莱蕪より中国人実習生３名が９月１３

日来日し、１４日より集合研修に入りました。 これ

から３年間無事に実習が終わるように、指導をしてい

きます。 

＝＝＝＝＝事 務 局 だ よ り＝＝＝＝＝ 

 １０月１９日 （金）  第２０回ボウリング大会 

 １１月１０日 （土）  第６回組合ゴルフコンペ 

 １１月３０日 （金）  全国工場団地協同組合 創立５０周年記念式典 

 
 
 大人になってからたびたび感じることですが、
子供時代や少年時代の１日というのは、いま体感
する１日よりも、もっとずっと長かったような気
がしてなりません。４５分の学校のひとつの授業
ですら、本当に長く長く感じられていた記憶があ
ります。  
 現在は、一日一日が本当に早く過ぎ去り、２０
１２年があっと言う間に９月となってしまった感
があるほどです。  
 人は年を取るほど時間の経過が早く感じるよう
にできているという噂も耳にします。オスロ大
学・認知機能研究センターの末神翔先生の見解に
よると、年を取るほど時間の経過が早く感じられ
るという感覚は、じつは５０年以上も前から議論
されてきたテーマであり、これは国や文化を超え
た感覚のようです。  

この不思議な感覚は、面白い事に様々な世代か 

 
ら、全国…いや全世界に共通するものなのです。昨年フランス
とアメリカが共同で行った研究では、人は体を使う課題に取り
組んだ時は時間を長く感じ、頭を使う課題に取り組んだ時は時
間を短く感じるとの結果が得られたといいます。  
 大人になるにつれ、運動が減り色々な事を頭を使って行動を
しているのかも知れません。  
 子供の頃とは違った、家庭や仕事や将来など色々な事を考え
課題に取り組む事で時間が短く感じるようになるのでしょう
か？ 
 時は金なりです。頭を使って物事を考え、今という１分１秒
の貴重な時間を大切にする意識を持って色々な課題に取り組ん
でゆきたいものです。             小溝 陽介 

流山工業団地協同組合 

 編集・発行：青 年 部 

〒270－0107 流山市西深井 1028-46 

       電話 04（7153）3001 


